
2015-2016 JBLSFスケルトン競技 

海外派遣選手選考会（Ｐｕｓｈ記録会）開催要項 

 

１． 日時：平成２７年９月６日（日） １３時００～ 

２． 場所：スパイラルプッシュトレーニング場（長野市中曽根3700番地 ℡026－239－3077） 

３． 主催：一般社団法人 日本ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟  

 競技委員会 スケルトン強化部 

４． 内容： 

（１）種目 

・男子の部 

・女子の部 

（２）タイム計測 

・Aバーンより、一人２本のプッシュタイム計測を行う。（天候により変更有り） 

（Aバーン：プッシュトラック南側緩斜面） 

（３）スタート順 

・体重測定結果により体重の軽い者順にスタートする。同体重者が複数の場合には、抽選

を行い決める。 

・スタート順の告知は、体重測定後、集計が出来次第行う。 

・公式練習１本目、公式練習２本目、試技１本目、試技２本目、それぞれのスタート順は、

最初に決めたスタート順の通り行う。タイム順によるスタート順の変更は行わない。 

・タイム計測機器の不具合によりタイム計測が出来なかった場合は、その練習または試技

回の最終試技者の後に再試技を行う。 

 （４）体重測定 

・９月５日（土）記録会フィールドテスト終了後に体重を測定する。 

・服装はTシャツ、短パン姿で測定する。 

・腕時計は外すこと。 

・ネックレス、ブレスレット、イヤリング、ピアス、指輪、その他装飾品について、体重

増加に有利であると判断した場合には、外していただく場合がある。 

（４）出場選手義務 

・日本連盟への参加申し込み 

・傷害保険へ加入（記録会当日が保険対象日であるか確認のこと） 

・ドーピング規則厳守 

・未成年者の場合は、保護者の承諾書（記録会当日提出ください） 

（５）日程 

・９月６日（日）  １３：００       受付開始 

          １３：１０       開会式・競技説明 

              １３：２０～１４：００ 公式練習１本目 

              １４：００～１４：４０ 公式練習２本目 

              １４：４５～１５：２５ 試技１本目 

              １５：２５～１６：０５ 試技２本目 

              １６：１０       閉会式 

＊競技の進行状況、その他により、日程を変更することがある。その場合には、速やかに

選手に通達する。 



（７）計時システム 

・スパイラルＮＴＣ所有の計測システムを使用し、１／１００秒まで計測。 

（８）記録会ルール 

・タイム計測（Ａバーン）は、スタート板より１５m先に最初のフォトセルを設置し、そ

の後５０mを計測する。 

・スタートの合図後３０秒以内にスタートのフォトセルを切らなければならない。 

・選手が使用できる靴は、以下の通りとする。 

走力向上に有利な特別な突起が付いていない運動靴 

スパイクシューズは使用禁止（但し、雨天の場合には、スパイクシューズを使用するこ

ともあるので、持参すること） 

・ソリは、スパイラルＮＴＣ所有のプッシュトレーニング用のソリを使用する。 

 （男子：銀色ソリ、女子：赤色ソリ） 

    ・自身の体重により、使用するソリ重量を変更する。 

男子：１１３㎏－自体重＝ソリ重量（Max43㎏ Min33㎏） 

女子：９０㎏－自体重＝ソリ重量（Max35㎏ Min29㎏） 

＊ＩＢＳＦ国際ルール規則では、最高総合重量男子１１５㎏、女子９２㎏ですが、本記

録会では冬季使用装備品２㎏を差し引き、最高総合重量男子１１３㎏、女子９０㎏とす

る。 

＊ソリ重量の設定は５００ｇ単位で行う。 

 例）男子体重76.7㎏の選手のソリ重量、113㎏－76.7㎏＝36.3㎏ ➠ 36.0㎏ 

   男子体重76.3㎏の選手のソリ重量、113㎏－76.3㎏＝36.7㎏ ➠ 36.5㎏ 

    ・使用するレール（ソリのベアリング部分をはめ込むレール）は、原則左右どちらを使用

しても良いが、レールの状態、片方のローラーが走るオールウェザー部分の状態に公平

さを欠く場合には、使用するレールを指示する場合がある。その判断は、当日スケルト

ン強化部長が行い、公式練習前に選手に告知する。 

・ヘルメット着用、手袋着用、長袖長ズボン着用は、選手自身の判断に任せるが、故意に

競技能力を向上させる為の全ての物の使用を禁止する。 

・記録会で生じた問題点はスケルトン競技強化部会で検討し、強化部長が対応する。 

（９）その他 

・本記録会で生じた事故、怪我、その他について、主催者は一切責任を負わない。 

・本記録会結果は、2015‐2016海外遠征派遣選手選考兼タレント発掘選考に反映される。 

 

６．問い合わせ先  (一社)日本ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟 

         スケルトン競技強化部長 鈴木 省三   Email:bouskelu@topaz.ocn.ne.jp 


